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８ 章  問 題 解 答  

 

 

予 習   

１．  

質 量 作 用 の法 則 か ら 平衡 定 数 はそ れ ぞ れ 以下 の よ うに な る 。  

(1)  

OH]HC][COOHCH[
]OH][HCOOCCH[

523

2523=cK  

(2) 

]O[]HCl[
]Cl][OH[

2
4

2
22=cK  

 

２．  

(1)  左 （ 吸 熱 の方 向 に 移 動）  

(2)  右 （ 分 子 数が 減 少 す る方 向 に 移動 ）  

(3)  右 （ CH 3OH の 濃 度が 増加 す る 方向 に 移 動 ）  

 

３ ．  

オ ー ム の 法則 よ り ，  

 Ω
Δ 0.40

0.500A
20.0V

===
I
VR  

 

演 習 問 題 Ａ  

8-A1 解答 例  

＜ 弱 電 解 質 ＞  

電 離 度 が 極め て 小 さ い 。 普 通 は 0.01～ 0.06 程度 。 水 溶液 は 電離 平 衡 状態 に な っ

て お り ア レ ニ ウ ス の 理論 が 成 立す る 。ま た、オ スト ワ ル ドの 希釈 律 も 成り 立 つ。電

離定 数 は 濃 度 に よ ら ず一 定 の 値と な る 。コー ル ラ ウッ シ ュ の 平方 根 の 法則 が 成 立せ

ず， 濃 度 の 増 加 と と もに モ ル 伝導 率 Λ が 急激 に 減 少す る 。  

＜ 強 電 解 質 ＞  

電 離 度 が 1 に 近い 。 ほぼ 完 全 に電 離 し て お り ， 電 離 平 衡 状 態 には な っ てい な い 。

電離 定 数 は 濃 度 に よ って 変 化 する 。コ ー ルラ ウ ッ シュ の 平 方 根の 法 則 が成 立 し ，希

薄 溶 液 中 で は ， モ ル 伝導 率 Λ と √𝑐𝑐 は 直線 関係 と な る。  

 

8-A2  

  電 場 の 強 さ X[V/m]を 求 める 。  

  X=10.0V/0.100m =100V·m - 1  

  式 (8-9)お よ び表 (8-2)よ り 、イ オ ン の 移動 距 離 を求 め る と  

  5.19×10- 8 m 2 ·S - 1 ·V - 1×100 V·m - 1×3600s=1.87×10 - 2m=1.87cm [答 ] 
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8-A3  

(1)  イオ ン 独 立移 動 の 法 則か ら 求 める 。  

𝛬𝛬∞ (CH3COOH) = 0.03498＋ 0.00409 = 0.03907S · m2 · mol−1 [答 ]  

(2)  は じ め に モル 伝 導 率 Λを 求 め る 。  

Λ =κ /c =0.01381S·m - 1/(7.81×10 - 3×10 3mol･m - 3 ) = 1.768×10- 3S·m 2·mol - 1   

次に 電 離 度 α を 求 め る。  

α =Λ /Λ ∞ =1.768×10- 3/0.03907=0.0453 [答 ] 

(3) 

 𝐾𝐾 = 𝑐𝑐𝛼𝛼2

1−𝛼𝛼
= 7.81×10−3mol·dm−3×(0.0453)2

1−(0.0453)
= 1.68 × 10−5mol · dm−3 [答 ] 

 

8-A4  

pH = p𝐾𝐾a＋ log CS
Ca
  の 関 係 式が 成 り 立 つ。  

よ っ て ，  

5.40 = 4.76＋ log
𝑛𝑛s
2.0
0.500
2.0

  

5.40 = 4.76＋ log 𝑛𝑛s
0.500

  

log 𝑛𝑛s
0.500

= 0.640  

よ っ て ，  

𝑛𝑛s = 2.18mol [答 ] 

 

8-A5  

AgCl の 溶 解 度 を x[mol·dm - 3]と する 。  

[Ag＋ ]＝ x ， [Cl -]＝ x＋ 0.00500 と なる 。  

よ っ て ，  

 x ( x ＋ 0.00500)＝ 1.82×10 - 1 0  

 x ＝ 3.64×10 - 8mol·dm - 3  [答 ] 

 

演 習 問 題 Ｂ  

8-B1  

は じ め に セル 定 数 を 求め る 。  

（ セ ル 定 数 ） = l/A=κ 0 R 0   = 1.286 S·m - 1×39.3Ω =50.5m - 1 [答 ] 

次に 電 気 伝導 率 κ を 求め る と ，  

κ =（ セ ル 定 数 ） /R =50.5m - 1／ 2986Ω =0.0169S·m - 1  [答 ] 

次 に モ ル 伝 導 率 Λ は ，  

Λ =κ /c =0.0169S·m - 1 /(0.0100×10 3mol･m - 3) = 1.69×10- 3S·m 2·mol - 1  [答 ] 
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8-B2  

は じ め に 電離 定 数 Ka を 求め る 。  

𝐾𝐾a = 𝑐𝑐𝛼𝛼2

1−𝛼𝛼
= 0.150mol·dm−3×�1.24×10−2�

2

1−(1.24×10−2)
= 2.34 × 10−5mol · dm−3 [答 ] 

[H＋ ]=cα =0.150mol·dm - 3×0.0124 = 1.86×10 - 3 mol·dm - 3，  

pH=-log[H＋ ]=-log(1.86×10 - 3 )= 2.73 [答 ] 

α = 20%の と き は，  

𝑐𝑐 = 𝐾𝐾a × (1−𝛼𝛼)
𝛼𝛼2

= 2.34 × 10−5mol · dm−3 × (1−0.20)
(0.20)2

= 4.68 × 10−4mol · dm−3 [答 ] 

 

8-B3  

(1)， (2)に つ い て  

 は じ め に pH を求 める 。  

 pH = 1
2

(p𝐾𝐾a − log𝑐𝑐) = 1
2

(4.76− log0.0400) = 3.08 

  -lo g[H＋ ]=3 .08 [答 ]  

  よ っ て ，  

 [H＋ ]=8.318×10 - 4 mol·dm - 3   

 [H＋ ]=cα =8.318×10- 4  より  

𝛼𝛼 = 8.318×10−4

𝑐𝑐
= 8.318×10−4

0.04
= 0.0208 [答 ] 

(3)に つ い て ，  

[CH 3COOH]=c(1-α )=0.0400-8.318×10 - 4=0.0392mol·dm - 3  [答 ] 

 

8-B4  

  NH 3 ＋  H 2 O  ⇌ NH 4
＋  ＋  OH－       

c(1-α )         cα       cα  

は じ め に 電 離 定 数 を 求め る 。  

 𝐾𝐾b = 𝑐𝑐𝛼𝛼2

1−𝛼𝛼
= 0.250mol·dm−3×(0.00842)2

1−(0.00842)
= 1.79 × 10−5mol · dm−3 [答 ] 

 次 に pH を 求 め る 。  

 pH = 14 − 1
2

(p𝐾𝐾b − log𝑐𝑐) = 14− 1
2

(4.75− log0.25) = 11.3 [答 ] 

 

8-B5  

(1)弱 酸 と 強 塩 基か ら生 じ た 塩に な る 。  

pH = 7＋ 1
2
�p𝐾𝐾a＋ log𝑐𝑐� = 7＋ 1

2
�4.76＋ log0.250� = 9.08 [答 ] 

(2)弱 塩 基 と 強 酸 か ら生 じ た 塩に な る 。  

25.5)06.0log72.4(
2
17)log(

2
17pH b =−== ＋＋－ cpK  [答 ] 


